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即席めんの消費者動向の経年変化に関する分析 
 

 

一般社団法人日本即席食品工業協会 

 

 

2004～2019 年に実施した消費者動向調査、及び 2018 年の消費者心理調査の結果を踏ま

えて、消費者動向の経年変化に関する分析を行った。 

 

即席めんの需要は発売以来増加傾向にあるものの、即席めんを取り巻く環境の変化によ

って、袋めんの需要は減少傾向にあり、対してカップめんは増加傾向である。しかし、そ

の摂取行動を分析すると、袋めん、カップめん共に直近 1ヶ月で食べた個数が「0個」と

回答した割合が増加するとともに、月平均摂取個数も袋めん(3.5→3.0 個/月)、カップめ

ん(3.8→3.3 個/月)ともに減少傾向にあった。 

袋めんの需要減少は、摂取者数、摂取個数が減少していることからも示されており、他

の食品に代替されていることが調査結果からも明らかとなった。 
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図 1 直近 1 ヶ月で即席めんを何個食べたか 

 

 

表 1 「袋めん」月平均摂取個数の増減(ワースト 10) 

 
 

特に摂取しない人の特徴を詳

細に分析すると、袋めんでは、

「女性」では「60 代以上の未

婚」で「関東・甲信越」、「近

畿」、「中国・四国」、加えて

「20 代の関東・甲信越の既

婚」、「50 代の九州・沖縄の既

婚」がワースト 10 にランクイ

ンした。一方、「男性」は「関

東・甲信越の 20 代及び 60 代以

上」、「中部・北陸の 30 代及び

50 代」という結果となった。 
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表 2 「カップめん」月平均摂取個数の増減(ワースト 10) 

 
 

 

カップめんの月平均摂食個

数が減った層は、上位（ワー

スト 1、3、4位）を女性が占

めた。一方、男性ではメイン

ターゲットと言われる 10 代～

40 代の関東・甲信越を除く幅

広い居住地がワースト 10 にラ

ンクインしており、カップめ

ん離れがデータとして表れて

いる。これらのことから、総

需要増加の要因として、摂取

が特定のヘビーユーザーに集

中していることが推察され

る。

 

即席めんに対する「好意」において、コンビニエンスストア等の台頭で、「菓子パン・総

菜パン」、「冷凍食品」、「総菜」等の手軽に購入できる食品や食材が増えたことから、「即席

めん」の特徴である「価格が手頃」、「保存がきく」、「手頃で便利」、「調理時間が短い」、

「色々工夫して食べられる」等の優位性が薄れてきたものと考えられる。 
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図 2 「即席めん」の良いと感じるところ 

 

即席めんに対する「不安」では、昨今の健康志向の高まりと共に、即席めんで気になる

ことのトップに常に位置している「塩分」に加え、「栄養バランス」への不安が著しく増加

してきている。「即席めん」と「栄養バランス」をどのように結び付けて提案していくか、

今後の即席めんの目指す方向を検討する必要がある。 
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図 3 「即席めん」で気になること  
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今後の調査においては、従来の消費者動向調査で分類した層の特徴を踏まえて、今後の

展開を予測した調査項目の追加を検討していくことも必要であると考えられる。 

 

 
図 4 「袋めん」の消費者タイプと摂食減少層の対応関係 

 

 

図 5 「カップめん」の消費者タイプと摂食減少層の対応関係 


